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公開講演会要旨

統計解析ソフトウェア運用システムについて

        統計数理研究所田村義保

（昭和63年11月4日，統計数理研究所講堂）

 計算機で統計解析を行なう時，優れた解析プログラムが必要であることは言うまでもないこ

とであるが，そのプログラムがどれだけ使い易いかも重要にたってくる．パーソナル・コン

ピュータ用の統計解析プログラムの中には，ユーザインターフェースの良いものもあるようだ

が，大型計算機用のプログラム（プログラムパッケージ）は市販されているものも含めて，ユー

ザにかなりの負担をかけるような形になっている．

 JCL（ジョブ制御文）というやっかいなものを常に意識しだから書いていかねばならない．こ

れは，普通のユーザにとっては，かたりの苦痛であり，計算機嫌いを生む原因になっているも

のと思われる．市販されているプログラムパッケージでも，少しは簡単にたっているが，やは

り，JCLを書く必要がある．

 当研究所で開発された最新の統計解析プログラムを大型計算機で使う時に，JCLを意識した

くてすむようた環境をユーザに与えるために，本システムを設計・作成するためのプロジェク

トが計画された．プロジェクトのメンバーは，大隅 昇，石黒真木夫，中村 隆，桂 康一と

田村の5名である．また，システムの詳細設計は（株）日本科学技術研修所に依頼した．

 次のような機能を持つシステムを目標として設計・作成を開始した．

（1）目的の統計手法を，メニューより選び，ガイド（メニュー）に従って操作して行くだけ

  で，計算を実際に実行するために必要なJCLをシステムが作成する．

（2）必要事項を，規則に従ってプログラム中のコメント文に書き込んだ統計解析ソフトウェ

  アを新規にシステムに含めることができる．すたわち，今後開発される統計解析プログ

  ラムを整備するためにも役に立つ．

（3）統計データ解析で必要とされる複数ステップの統計処理を設定しやすいように，データ

  形式の変換機能を有している．

（4）将来，統計エキスパートシステムを作る時の参考にするために，詳しい計算記録（ロキ

  ゾグ）を残すことができる．

（5）（3）で述べたことと一部重複するが，市販統計ソフトウェア，所内開発ソフトウェアの中

  から，必要なものを自由に選択し，組み合わせて使用することができる．

 システムの名称はr統計解析ソフトウェア運用システム」（Statistica1Software Manager：

略称σ2／μ一ismまたはSSM）とした．また，システム構成は図1のようにたっている．

 システムの記述言語は：（1）FORTRAN77，（2）コマンドプロシジャである．また，支援ソ

フトウェアとして：（1）MODE1，（2）ASPENを使用している．ここまでの記述を読まれる

と自明なように，日立製の大型計算機で動作するシステムである．移植性については，あまり

重視せずに開発しているようにとられるかもしれたいが，プログラムをモジュール化すること
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により，機械・OSに依存する部分とそうでない部分を分離しているので，他機種への移植は可

能である．

 現在のバージョンは以下のようだ機能を有している．

（1）モデルとデータ（パラメータ及び統計デー．タ）を指示することによりJCLを自動生成す

  る．

（2）ジョブ記述ファイル（後述）及びJCLファイルの登録，削除，検索を行なう．

（3）作成したJCLをサブミットし，ジョブを実行する．

（4）統計モデル記述ファイル（後述）の登録，削除，検索を行なう．

（5）統計モデル（ソースプログラム）の画面表示を行なう．

（6）統計データ記述ファイル（後述）の登録，削除，検索を行なう．

（7）統計データの画面表示を行なう．

（8）パラメータ記述ファイル（後述）の登録，削除，検索を行なう．

（9）パラメータの画面表示を行なう．

（10）ブルスクリーン編集対応端末（2020，560／20等）上でメニュー方式で作動する．

（11）市販パッケージを起動する．

 システムフローは図2のようにたっている．この図に示されているように，各マネージメン

トシステムは2～3個のファイルと関係している．これらのファイルをオブジェクトとするオブ

ジェクト指向的な考えも一部取り入れて設計している．ここで各ファイルの役割を説明してお
く．

（1）SSM管理データファイル

  σ2／μ一iSmに登録されているファイルに関するメタ情報（ジョブ名，モデル名，データ名，

  パラメータ名等）を管理するためのファイル．

（2）モデル記述ファイル

  モディレ（本システムでは，ある統計解析を行なうための解析手法のことを指している）の

  内容解析や入・出力情報に関する説明を含む．システムは，モデル記述ファイルの内容

  を利用して，ユーザがジョブ記述ファイルを作成する時のメニュー画面を出している．モ

  デル記述ファイルの例を図3に示す．
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図4． データ記述ファイルの例

（3）データ記述ファイル

  原データが格納されているデータ・セット名，入力のための制御文（DD文），データの

  タイプ（1～9に区別されている．データの記述方法は重要た問題であり，現在，統計数

  理研究所共同研究（63一共研一ユ）「’’データ解析の知識べ一ス構築”の基礎研究」を実施中

  である．本システムのデータ記述にも，できる限り上記の共同研究の成果を取り入れて

  行くつもりでいる）．

（4）パラメータ記述ファイル

  統計プログラムを実行するために設定，入力が必要たパラメータ（実行条件等を設定す

  るための数値）に関する情報を記述するためのファイル．関係する統計モデル名，統計

  データ名，パラメータの概略説明，実際にパラメータの例が格納されているパラメータ

  ・ファイル名等を含んでいる．ジョブ記述ファイルを作成する際に，この情報が利用さ

  れ，パラメータめ数値例を自動的に取り込むことができる．
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（5）ジョブ記述ファイル

  本システムで最も重要たファイルであり，メニュー画面に従って操作していくことによ

  り，自動的に作成される．複数の統計解析を連続して実行するためのJCLを簡単に作成

  できる．入・出力データの割付も簡単に行なえるようにたっている．

 システムの実際の使用法，画面の動きの詳細を示すには紙面が不十分であるので，本稿はこ

こまでにしたい．詳細を知りたい人は，参考文献を読んでほしい．実際にシステムを利用して

頂ければ，より幸いである．

 最後に，この場を借りて，システム設計・作成に協力していただいた（株）日本科学技術研

修所のSE諸氏に謝意を表したい．また，本稿を書くために，（株）日本科学技術研修所より提

出された詳細設計書と利用マニュアルを参考にさせて頂いたことを述べておく．さらに，本稿

の図の一部は利用マニュアルから転載したものであることも述べておく．
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 注

 システムの正式名称は統計解析ソフトウェア運用システムであるが，設計依頼時の仮称が総

合統計解析ソフトウェアであったため，設計書等の名称が上記のようになっている．


